
　

み
な
さ
ん
は

「
儒
教
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う

か
？
今
か
ら
お

よ
そ
二
千
五
百

年
前
の
中
国
の

思
想
家
で
あ
り
、

哲
学
者
の
「
孔
子
」
に
よ
っ
て

打
ち
立
て
た
思
想
が
も
と
と

な
っ
て
、
そ
の
後
弟
子
た
ち
に

よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
学
問
が

「
論
語
」
と
し
て
、
日
本
に
伝

わ
り
、
日
本
人
の
思
想
や
生
活

習
慣
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
儒
教
の
教
え
を
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
活
用
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
仕

事
や
人
間
関
係
で
行
き
詰
っ
た

よ
う
な
時
に
儒
教
の
話
を
読
む

と
、「
そ
う
だ
よ
な
」「
こ
れ
で

い
い
ん
だ
な
」
と
思
え
、
気
持

ち
が
楽
に
な
り
、
迷
っ
て
い
る

私
の
気
持
ち
を
後
押
し
さ
れ
る

感
じ
が
し
ま
す
。
儒
教
の
教
え

で
は
「
他
者
へ
の
思
い
や
り
」

が
大
事
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
儒
教
の

中
で
も
最
近
、
好
き
な
言
葉
が

「
温
故
知
新
」と
い
う
言
葉
で
す
。

故
き
を
温
ね
（
ふ
る
き
を
た
ず

ね
）
新
し
き
を
知
る
（
あ
た
ら

し
き
を
し
る
）「
昔
の
こ
と
を
知

っ
て
、
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
こ
か

ら
新
し
い
知
識
や
道
理
を
見
つ

け
出
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
多
様
化
の
時
代
、
様
々

な
こ
と
が
変
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、
こ
れ
ま
で
大
事
に
し
て
き

た
こ
と
を
軸
に
し
て
、
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
が
、

必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

（
Ｙ
・
Ｍ
）
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★組合員数
★出資総額
★一人平均出資額

ੜڠのگݱ
2024年 ５月号

（スマートフΥンサイト楿༻）

ະண෦෼の਺ࣈは、ʮDPNNBOEʴ�ʯͰલճのΛӅ͍ͯ͠·͢ˢ

20,489名
640,094,000円

31,241円����年３月��೔ࡏݱ

ʤ日時ʥ2024೥̒月��日（日） ～前̕時��෼ޕ
ʤձ場ʥύϧセいい͟か

第üúճ�௨ৗ૯୅ձ։࠵のお஌らせ第üúճ�௨ৗ૯୅ձ։࠵のお஌らせ

きらり݈߁生活協ಉ組߹　ཧࣄ௕ 木 村　 公

　きらり݈߁生活協ಉ組߹ఆ׺ୈ50৚にΑり、ୈ5úճ通ৗ
૯୅ձをԼهの通り։࠵いたします。

「
特
定
健
診
」
と

「
後
期
高
齢
者
健
診
」

　
「
特
定
健
診
」
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

4

4

4

4

4

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

4

4

4

4

4

4

4

（
過
体
重
や
肥

満
、
高
血
圧
、
高
血
糖
な
ど
の
状

態
を
指
す
言
葉
で
、
健
康
リ
ス
ク

を
高
め
る
要
因
）
に
着
目
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た

健
診
で
す
。
対
象
は
四
十
～
七
十

四
歳
で
自
治
体
や
加
入
保
険
者
が

実
施
す
る
健
康
診
断
に
含
ま
れ
ま

す
。
一
方
、「
後
期
高
齢
者
健
診
」

は
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
重
症
化

の
予
防
、
ま
た
フ
レ
イ
ル

4

4

4

4

（
筋
力

低
下
や
身
体
機
能
低
下
な
ど
が
進

行
す
る
状
態
）
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。
対
象

は
七
十
五
歳
以
上
で
す
。
問
診
票

に
は
運
動
や
食
生
活
の
習
慣
、
物

忘
れ
の
有
無
な
ど
十
五
項
目
の
質

問
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
運
動

能
力
や
栄
養
状
態
な
ど
を
把
握

し
、
フ
レ
イ
ル
の
早
期
発
見
や
指

導
・
助
言
に
役
立
て
ま
す
。

　

七
十
五
歳
に
な
っ
て
急
に
メ
タ

ボ
対
策
か
ら
フ
レ
イ
ル
対
策
に
切

り
替
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
目
安
と
し
て
六
十
五
～
七
十

五
歳
の
間
に
、
個
々
人
の
症
例
や

生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
徐
々
に
生

活
行
動
を
切
り
替
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
ふ
く
し
ま
し
健
康
づ
く
り

プ
ラ
ン
２
０
２
４
」
よ
り

　

福
島
市
で
は
平
成
十
三
年
度

「
福
島
市
保
健
計
画
」
策
定
以
降
、

計
画
内
容
の
評
価
、
見
直
し
を
行

い
市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。こ
の
間
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
価
値

観
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、

新
興
感
染
症
へ
の
対
応
に
よ
る
新

し
い
生
活
様
式
な
ど
、
市
民
を
取

り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

前
計
画
の
評
価
か
ら
見
え
て
き
た

健
康
課
題
や
社
会
情
勢
な
ど
を
踏

ま
え
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
「
ふ
く
し
ま
し
健
康

づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０
２
４
」
を
策

定
し
ま
し
た
。（
福
島
市
Ｈ
Ｐ
よ

り
一
部
抜
粋
）

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
中
に
は
、
自
治

体
の
健
康
診
断
の
受
診
状
況
、
栄

養
・
食
生
活
の
評
価
、
生
活
習
慣

病
の
罹
患
状
況
な
ど
、
福
島
市
国

保
特
定
健
診
等
か
ら
み
た
福
島
市

民
の
健
康
状
況
も
示
さ
れ
て
い
ま

す
。（
興
味
の
あ
る
方
は
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

　

健
康
診
断
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
個
人
の
健
康
を
守
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
健
康

度
を
高
め
る
た
め
の
大
切
な
情
報

の
一
部
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
ご
家
族
・

ご
友
人
と
一
緒
に
毎
年
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

福
島
市
自
治
体
健
診
に

つ
い
て

◆
令
和
六
年
六
月
一
日

�

～
十
月
三
十
一
日

　

�（
婦
人
科
系
検
診
は
令
和
六
年

六
月
一
日
～
十
二
月
末
日
ま
で
）

　

＊�

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
次
月

以
降
の
い
の
ち
の
炎
に
掲
載

予
定
で
す
。

ご
予
約
に
つ
い
て

　

受
診
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
例
年
、
受
診
券
発
送
直
後
は

窓
口
が
大
変
混
み
あ
っ
た
り
、
お

電
話
が
繋
が
り
づ
ら
か
っ
た
り
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
新
し
い
健
診
シ
ス
テ

ム
で
窓
口
予
約
を
行
い
ま
す
。
導

入
に
あ
た
り
操
作
研
修
や
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
う
予
定
で
す
が
、
予
約

開
始
直
後
は
想
定
外
の
ト
ラ
ブ
ル

や
操
作
の
不
慣
れ
に
よ
り
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
・
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

健
診
物
品
・
結
果
の

郵
送
代
に
つ
い
て

　

原
材
料
の
高
騰
や
諸
経
費
の
値

上
が
り
に
伴
い
、
一
度
の
発
送
に

つ
き
二
百
円
（
税
抜
き
）
を
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。
尚
、
自
治
体
健
診
の
結
果

に
お
い
て
は
、
対
面
の
結
果
返
し

を
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
己

負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

扌
ふくしまし

健康づくりプラン2024

組合員活動交流集会参加に向け物資販売を行います
　北海道・東北地方にある医療生協の組合員が、自分たちの活動を紹
介したり、他県の優れた活動を参考に今後の活動に取り入れたりする
ために、数年に一度集まって開催してきた「組合員活動交流集会」。
今年は岩手県盛岡市、つなぎ温泉を会場に９月に開催されます。前回
は福島市でしたが、コロナ禍で４年ぶりの開催となり、きらり健康生
協からの代表参加を予定しております。他県の様々な活動や楽しい活
動を、私たちの活動に生かしてもらいましょう！
　参加者の自己負担を減らすため、生協のグッズや物資の販売、また
カンパに取り組みたいと思います。皆さんにお声をかけさせていただ
きますので、その際はぜひご協力ください。

北海道・東北ブロック

（1）第475号 ２０２4年₅月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心



班 会 あ れ こ れ
２／１ 瀬上第２支部 さ く ら 班 福島市のサービスについて知ろう
２／３ 吾妻東支部 ど ん ぐ り 班 交流会を予定する
２／５ 宮代ブロック Ｓ Ｓ Ｗ 班 ＤＶＤで楽しく体操
２／９ 瀬上第２支部 Ｐ Ｐ Ｋ 班 腰痛
２／12 信 夫 支 部 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
２／15 保 原 支 部 芳 賀 更 正 班 玉子の学習、脳トレなど
２／16 吾妻西支部 うさぎとかめ班 ラフターヨガ
２／16 鎌 田 支 部 か す み 草 班 セラバンド体操
２／19 三河台東支部 と ん ぼ 班 皆で手仕事を楽しみましょう
２／20 吾妻東支部 ミ モ ザ の 園 班 リハシューレで学んだ体操を皆で
２／20 三河台西支部 写 経 す る 会 班 般若心経を写す
２／21 清 明 支 部 も ぐ チ ャ ン 班 あなたの「ふくらはぎ」
２／21 向瀬上支部 向 瀬 上 班 脳トレ、うたごえ
２／25 信 夫 支 部 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
２／26 三河台東支部 ス マ イ ル 班 脳トレ、コグニサイズを習ってやってみよう
２／26 東伊達ブロック つ ば き 班 脳トレなど
２／27 吾妻西支部 木 村 公 班 楽しく体を動かそう
２／28 三河台中支部 小 富 士 班 お薬のこと
２／28 清 明 支 部 チ ク チ ク 班 小物を作りましょう

毎週㈯４回 森 合 支 部 セラバンド体操班 セラバンド体操他
毎週㈭５回 森 合 支 部 カ ラ オ ケ 班 カラオケを楽しむ

二
〇
二
四
年
度
は

ト
リ
プ
ル
改
定

　

診
療
報
酬
の
改
定
は
原
則
二
年

ご
と
、
介
護
報
酬
は
三
年
ご
と
に

行
わ
れ
ま
す
。
二
〇
二
四
年
度
は

同
時
に
診
療
・
介
護
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
三
つ
の
改
定

が
さ
れ
、
二
〇
二
四
年
六
月
一
日

施
行
と
な
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
問
題
と

二
〇
四
〇
年
問
題

　

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る
と
、

二
〇
二
五
年
度
に
は

団
塊
の
世
代
が
す
べ

て
七
十
五
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
な
り
、

医
療
・
介
護
の
ニ
ー

ズ
が
急
速
に
増
加
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
二
〇
四
〇
年
に
か

け
て
は
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
人
口
が
急
激
に
減
少
し
、
二

〇
四
〇
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
が
六
十
五
歳
以
上
と
な
り
、
財

政
の
厳
し
さ
と
医
療
・
介
護
の
支

え
と
な
る
人
材
確
保
が
、
よ
り
一

層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
〇

二
四
年
度
改
定
は

ど
う
変
わ
る
の

か
。
改
定
前
の
三

月
、
渡
部
常
務
と

診
療
所
利
用
委
員

会
の
佐
藤
さ
ん
、

有
明
さ
ん
と
一
緒

に
診
療
改
定
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま

し
た
。

（
渡
部
）
今
回
の

改
定
の
基
本
的
視

点
と
具
体
的
な
方

向
性
で
す
が
、
ま

ず
一
つ
目
と
し

て
、
医
療
従
事
者

の
人
材
確
保
と
働

き
方
に
対
し
て
評

価
が
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

人
材
確
保
や
賃
上

げ
に
向
け
た
取
組

と
勤
務
環
境
の
改

善
、
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
。
業
務
の

効
率
化
に
資
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
を
用
い
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
の
利
活

用
の
推
進
等
で
、

労
働
時
間
の
短
縮

や
長
時
間
労
働
な
ど
厳
し
い
環
境

の
改
善
の
取
組
が
評
価
さ
れ
ま

す
。
二
つ
目
に
二
〇
二
五
年
度
を

見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
め
と
推
進
と
し
て
地
域
包

括
病
棟
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
後
期
高
齢
者
の
救
急
搬
送
の

増
加
や
入
院
患
者
の
疾
患
や
状
態

の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
機
能
・
強

化
を
促
進
し
、
効
果
的
・
効
率
的

な
提
供
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
中
等
症
急
性
疾
患

の
ニ
ー
ズ
増
加
に
対
応
す
る
こ
と

で
す
。

（
有
明
）
各
々
の
病
棟
の
役
割
が

見
直
さ
れ
て
、
地
域
包
括
医
療
病

棟
に
移
れ
ば
、
患
者
さ
ん
は
早
く

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
施
設
に
帰
れ

ま
す
ね
。

（
渡
部
）
そ
う
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
介
護
保
険
施
設
等
と
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
持
つ
医
療
機

関
や
在
宅
支
援
診
療
所
の
平
時
お

よ
び
急
変
時
に
お
け
る
対
応
の
強

化
に
関
す
る
評
価
の
見
直
し
の
実

施
と
、
患
者
の
望
む
医
療
・
ケ
ア

の
提
供
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
情
報
連
携
に
関
す

る
評
価
の
見
直
し
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
佐
藤
）
情
報
を
共
有
す
る
の
に

便
利
に
な
り
、
よ
り
一
層
診
療
所

や
病
院
、
施
設
が
連
携
し
て
く
れ

る
か
ら
安
心
で
す
ね
。

（
渡
部
）
三
つ
目
は
医
療
Ｄ
Ｘ
（
医

療
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
で
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
社
会
や

生
活
を
よ
り
よ
く
変
革
し
て
行
く

事
）
の
推
進
に
よ
り
医
療
情
報
の

有
効
活
用
、
遠
隔
医
療
の
推
進
が

図
れ
ま
す
。
入
院
医
療
、
外
来
医

療
で
の
機
能
分
化
や
強
化
を
図
る

こ
と
で
感
染
症
等
に
対
応
で
き
る

医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
質
の
高

い
在
宅
医
療
や
訪
問
看
護
の
確
保

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の

推
進
に
結
び
付
き
ま
す
。

（
渡
部
）
そ
れ
と
、
今
ま
で
は
、「
終

末
期
」
と
使
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
期
ま
で
尊
厳
を
尊
重
し
た

人
間
の
生
き
方
に
着
目
し
た
医
療

を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
考
え
に
よ
り
「
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
」
と
表
記
さ

れ
、
患
者
や
家
族
と
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
従
事
者
が
、
患
者

に
と
っ
て
最
善
の
医
療
と
ケ
ア
を

作
り
上
げ
る
こ
と
を
推
進
し
ま

す
。

（
佐
藤
）
大
事
で
す
ね
。
い
ざ
と

な
る
と
家
族
は
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
し
。

（
渡
部
）
患
者
さ
ん
一
人
で
な
く
、

み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
で
す

ね
。

※
次
号
で
は
外
来
で
の
生
活
習
慣

病
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

三
河
台
東
支
部
運
営
委
員
会
で

は
二
〇
二
四
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
回
は
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て

福
島
市
環
境
部
に
お
聞
き
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
生
ご
み
の
水

切
り
の
徹
底
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
「
福
島
市
ご
み
問
題
」
福
島
市

の
ご
み
は
生
活
系
ご
み
が
非
常
に

多
く
全
国
ワ
ー
ス
ト
五
位
の
排
出

量
と
な
っ
て

お
り
、
生
活

系
ご
み
の
う

ち
約
八
割
は

可
燃
ご
み
が

占
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で

も
生
ご
み
が

三
九
・
八
％

で
一
番
多
く

次
い
で
紙
類

が
二
二
・

三
％
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
三
河
台
東
支
部

こ
の
ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
二
〇
二
一
年
度
は
約
四

十
億
円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
生
ご
み
は
約
八
〇
％
が
水
分

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
水
切
り
の

徹
底
が
有
効
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
、
ひ
と
手
間
か
け
る

こ
と
で
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り

ま
す
。

˞෱ౡࢢϗʔϜϖʔδよりൈਮ

生ごみは、水切りをしてから捨てましょう！
ぎゅ～っ！と「ひと絞り！」しましょう。

★水切りの方法
ᶃਫ੾りωοτを
してਫ੾り༺࢖
する

ᶄΰϜ手ାを࢖༻
して௚઀ਫ੾り
する

ᶅϖοτϘτϧの
஫͗ޱなͲをར
༻してԡし෇け
な͕らਫ੾りする

ᶆす͙にࣺてずに
Ұ൩おいてから
ࣺてる

ᶇൢࢢのਫ੾り
άοζなͲをར
༻する

2025年を見据えた地域包括ケアシステム
ਓ生の࠷終ஈ֊ʹお͚るҩ ɾྍケΞのॆ࣮ਓ生の࠷終ஈ֊ʹお͚るҩ ɾྍケΞのॆ࣮

⿠ద੾なҙܾࢥఆ支援に܎るࢦ਑の࡞੒にؔするཁ݅の対৅֦େ
⿠在୐ຑༀ౳஫ࣹࢦಋ؅ཧྉの৽設ʢ৺ෆશ౳のऀױʣ
⿠在୐ڧ৺࣋ࡎ続౤༩ࢦಋ؅ཧྉの৽設
⿠在୐λʔϛφϧέΞՃࢉ౳のݟ௚し
⿠*$5を༻いた৘ใ連ܞにؔする؇࿨έΞප౩ٸۓೖӃॳظ
Ճࢉのཁ݅؇࿨

஍Ҭแׅ਍ྍྉɾՃࢉのݟ௚͠஍Ҭแׅ਍ྍྉɾՃࢉのݟ௚͠

հޢαーϏスհޢαーϏス
⿠αʔϏε୲౰ऀձٞʗ地ҬέΞձٞへのࢀՃݧܦあるい͸いΘΏるέΞϚωλΠϜ設置のཁ݅Խ
⿠ೝ஌঱ݚमのཁ݅Խʢ๬ましいཁ݅ʣ

⿠在支਍ɾපでない医療ؔػとの連ܞの
ਪਐにؔするධՁの৽設

⿠๚໰਍療のճ਺͕ଟい場߹のࢪ設૯؅
౳ʢෳ਺ਓʣのݟ௚し˞

⿠๚໰਍療のස౓͕ଟい場߹の在୐ऀױ
๚໰਍療ྉのݟ௚し

⿠๚໰ӫཆ৯ࢦࣄಋに܎るཁ݅ݟ௚し
⿠σʔλఏग़にؔするཁ݅ݟ௚しʢػ能
るʣݶにܕԽڧ

௚͠ݟԉ਍ྍ所ɾපӃʹお͚るධ価のࢧ୐ྍཆࡏ௚͠ݟԉ਍ྍ所ɾපӃʹお͚るධ価のࢧ୐ྍཆࡏ

ԉ਍ྍ所ɾපӃࢧ୐ྍཆࡏ

⿠協ྗ医療ؔػになるこ
とを๬ましいཁ݅に

⿠ײછ対্޲ࡦՃࢉ౳
のઐैཁ݅؇࿨
⿠ฏ࣌からの連ܞをཁ
݅としたධՁの৽設

ҩྍؔػͱհޢอࢪݥઃ౳
のฏ時からの連ܞのਪਐ౳
ҩྍؔػͱհޢอࢪݥઃ౳
のฏ時からの連ܞのਪਐ౳

஍ҬแׅケΞප౩
ԉපӃࢧํޙපɺࢧࡏ਍ɾࢧࡏ

հޢอࢪݥઃ౳
（࿝健ɺհޢҩྍӃɺಛཆ）

਍ྍ所౳
˞在支਍ɾපでない医療ؔػにおいてもಉ༷

ケΞマωδϟー

診
療
・
介
護
二
〇
二
四
年
度
報
酬
改
定

～
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？
～

シ
リ
ー
ズ
①
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Ｑ１  上松川診療所はどんなところですか？
　　南沢又にある開設38年、移転後に26年が経過した診療所で、誰もが何でも相談できる総合的な
医療「プライマリ・ケア」を提供しながら（掲げながら）、皆さんが、住み慣れた地域で元気で
楽しく生活できるようにお手伝いをさせて頂いています。
　　月に約1,500名の方が定期的に通院されており、医療だけでなく介護保険サービスとして短時
間リハビリ・訪問リハビリも提供しています。

Ｑ２  どんな職種の人がいますか？またアピールポイントは？
　　医師、保健師、看護師、看護助手、管理栄養士、診療放射線技師、臨床検査技師、事務、作業
療法士、運転手、あわせて約40名の職員が働いています。それぞれの職種が強みを生かしながら
連携し、チームで関わることができています。
　　また、近くに法人内の包括や老人保健施設、訪問看護、居宅などがあり、すぐに連携出来ると
ころもアピールポイントです。

Ｑ３  仕事をするうえで心がけていることは
　　　 ありますか？
　　地域との連携を重視し、子どもからお年寄り
まで家族みんなに安心の診療所を目指していま
す。その一環として、木曜午後は診療所のふれ
あい広場の貸し出しを始め、スマホ教室等も
行っています。また、毎月20日はマルシェを開
催していますので、是非覗きに来てくださいね！

͖ΒΓ͞ん͕͘ߦ
ʂ͖ΒΓ͞ん͕͘ߦ
ʂ

　今回は上松川診療所に
訪問。岡崎師長に聞いて
きました。

　

四
月
か
ら
新
生
活
を
迎
え
て
い

る
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
！
毎
日

元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
か
？
環

境
の
変
化
に
慣
れ
た
で
し
ょ
う

か
？
子
ど
も
の
入
学
・
進
学
、
働

く
方
は
入
社
・
異
動
…
当
事
者
は

も
ち
ろ
ん
、
支
え
る
ご
家
族
も

ち
ょ
う
ど
疲
れ
が
出
て
く
る
頃
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
確
認

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
は
、
生
活
環
境
の
変
化
に

影
響
を
受
け
や
す
い
の
が
「
食
生

活
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
「
食
生
活
」

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
特
に
一

人
暮
ら
し
を
始
め
た
学
生
さ
ん
や

社
会
人
の
皆
さ
ん
。
単
身
赴
任
を

始
め
た
お
父
さ
ん
。
自
分
で
食
事

を
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
々
。

朝
、〝
食
べ
る
〟
よ
り
〝
時
間
〟

優
先
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
も

う
少
し
寝
て
い
た
い
、
用
意
す
る

の
が
面
倒
だ
…
寝
る
の
が
遅
い
お

子
さ
ん
や
夜
の
食
べ
過
ぎ
も
要
注

意
！
朝
の
食
欲
に
影
響
し
ま
す
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
新

生
活
が
始
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、「
朝
ご
は
ん
パ
ワ
ー
」
で
毎

日
を
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

＊
「
朝
ご
は
ん
」
を
抜
く
と
…
体

が
温
ま
ら
な
い
、
免
疫
力
低

下
、
午
前
中
の
勉
強
や
仕
事
が

は
か
ど
ら
な
い
、
お
昼
ご
飯
の

後
に
眠
く
な
り
や
す
い
、
何
よ

り
栄
養
不
足
に
！

＊
「
朝
ご
は
ん
」
の
効
果
…
体
が

温
ま
る
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
、
肥

満
予
防
、
脳
と
体
を
起
こ
す
ス

イ
ッ
チ
、
排
便
リ
ズ
ム
、
何
よ

り
体
に
必
要
な
栄
養
が
し
っ
か

り
取
れ
る
！

　

こ
れ
か
ら
「
梅
雨
」、「
暑
い
夏
」

と
気
候
は
次
々
と
変
わ
り
ま
す
。

季
節
の
変
化
に
負
け
な
い
た
め
に

も
「
朝
ご
は
ん
パ
ワ
ー
」
を
合
言

葉
に
一
日
も
早
く
新
生
活
に
慣
れ

ま
す
よ
う
に
…
一
緒
に
お
住
い
の

ご
家
族
や
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族

へ
、
そ
っ
と
お
声
掛
け
し
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
、
リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
を
実

際
に
利
用
し
た
方
々
の
「
三
ヶ
月

後
の
か
ら
だ
の
変
化
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
は
、
入
学
時
に

自
分
の
か
ら
だ

を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。

身
長
・
体
重
は

も
ち
ろ
ん
、
体

脂
肪
率
や
筋
肉

量
が
分
か
る
イ

ン
ボ
デ
ィ
、
握

力
、
片
足
立
ち
、

歩
行
速
度
、
飲

み
込
み
の
回
数

な
ど
を
測
定
し
、

リ
ハ
シ
ュ
ー
レ

は
じ
め
の
一
歩
は

第２回第２回

週
一
回
の
通
学
と
毎
日
の
自
主
ト

レ
に
励
み
、
三
ヶ
月
後
に
再
評
価

を
し
ま
す
。

　

さ
て
、
利
用
し
た
方
は
ど
の
よ

う
な
か
ら
だ
の
変
化
を
遂
げ
た
の

で
し
ょ
う
か
…

　

な
ん
と
、
利
用
し
た
全
て
の
人

の
歩
行
速
度
が
速
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
姿
勢
の
改
善
か
ら

足
の
振
り
出
し
の
幅
が
拡
大
し
、

歩
く
行
為
に
安
定
感
が
増
し
た
こ

と
、
体
力
や
筋
力
の
向
上
、
日
常

的
な
活
動
量
の
増
加
、
適
切
な
栄

養
摂
取
、
口
腔
内
の
清
潔
保
持
な

ど
が
要
因
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
三
ヶ
月
間
通
い
続
け
、

か
ら
だ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
運
動
が
習
慣
化
さ
れ

た
こ
と
や
、
自
信
に
つ
な
が
っ
て

意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
結
果
に

結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
九
割
の
方
が
握
力
向

上
（
中
に
は
十
㎏
以
上
強
く
な
っ

た
人
も
…
）
八
割
の
方
に
片
足
立

ち
の
改
善
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
は
「
自
分
の
か

ら
だ
は
自
分
で
つ
く
る
」
こ
と
を

目
的
に
通
う
学
校
で
す
。
リ
ハ
ビ

などのタンパク質を添えましょう。

などがプラスできると、
より栄養アップです！

鮭

卵
ツナマヨ

納豆

サケ
フレーク

果物

ヨーグルト

スープ

簡単朝ごはんのご紹介

味噌汁

★ごはんのお供に

★他に

　

☎
五
三
一
―
七
八
八
九

★
問
い
合
わ
せ

　

フ
ォ
ー
ム
は

　

こ
ち
ら
か
ら

★
チ
ラ
シ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

次
回
予
告
「
お
口
の
健
康
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

で
す
。

※
「
リ
ハ
シ
ュ
ー
レ
」
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
医
療
や

介
護
保
険
に
頼
り
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
を
目
指
す
学
校
で
す
。

リ
専
門
職
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士
が
日
常
生
活
の
中
で
気
軽

に
取
り
組
め
る
運
動
の
コ
ツ
な
ど

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
見
学
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲歩く速さを計測している様子

▲インボディ計測の様子

　１月に発生した能登半島地震に対し、募金
活動に取り組んでまいりました。４月現在で
504,199円となり、日本医療福祉生協連を通
じて被災地へお届けさせていただきました。
　今だに復旧さえ手つかずの場所もあること
から、しばらくの間募金箱の設置を続けさせ
ていただきます。引き続きご支援をお願いし
ます。

能登半島地震へのご支援
ありがとうございます

（3）第475号 ２０２4年₅月発行

管
理
栄
養
士
か
ら

管
理
栄
養
士
か
ら

新
生
活
の
疲
れʜ

「
朝
ご
は
ん
」で
乗
り
切
ろ
う
！

新
生
活
の
疲
れʜ

「
朝
ご
は
ん
」で
乗
り
切
ろ
う
！



せのうえせのうえ
フリーマーケットと健康まつり

振津かつみ先生による「被ばく健康相談」を実施しております。ご希望の方は生協本部☎024-531-6262へご連絡ください。

せ
の
う
え
ハ
ウ
ス

「
こ
ど
も
食
堂
」＆「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

」

た
く
さ
ん
の
学
生
が

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

　

せ
の
う
え
ハ
ウ
ス
は
、
こ
ど
も

食
堂
の
運
営
を
主
体
と
し
、
学
生

と
の
か
か
わ
り
や
組
合
員
の
活
躍

土
曜
日
の
十
時
か
ら
こ

れ
ま
で
六
回
の
開
催
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
と
の
か

か
わ
り
は
、
主
に
福
島

学
院
大
学
の
学
生
さ
ん

を
中
心
に
様
々
な
遊
び
を
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
調
理
に
関
し

て
は
、
組
合
員
メ
ン
バ
ー
が
毎
回

腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
食
材
に

は
多
く
の
組
合
員
の
方
々
か
ら
の

寄
付
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

　

せ
の
う
え
ハ
ウ
ス
設
立
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
よ
り

年
代
が
近
い
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
躍
を
考
え
ま
し
た
。
市
の

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

介
し
て
、
福
島
学
院
大
学
の
日
下

ゼ
ミ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
ゼ
ミ

の
中
で
こ
ど
も
食
堂
の
企
画
を

練
っ
て
も
ら
い
、
分
担
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

プ
レ
企
画
の
夏
ま
つ
り
で
は
、

様
々
な
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
を
出
し

て
も
ら
い
、
各
ブ
ー
ス
の
担
当
も

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
本
当
に
こ
ど
も
た
ち
と
の
か
か

わ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
と
て
も
や
さ
し
い
学
生
た
ち

で
す
。
こ
ど
も
た
ち
も
慕
っ
て
一

緒
に
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
近
学
生
の
中
で
、
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

な
っ
て
も
い
い
と
の
提
案
や
、
ま

た
企
画
を
出
し
て
い
き
た
い
と
の

話
が
あ
り
、
今
後
も
大
い
に
期
待

が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

の
場
と
な
る
多
世
代
交
流
の
場
を

目
指
し
て
、
昨
年
九
月
十
六
日
の

第
一
回
の
開
催
か
ら
、
毎
月
第
三

い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
毎
回

「
お
い
し
い
、お
い
し
い
」
と
い
っ

て
く
れ
た
り
、「
ま
た
来
月
来
る

ね
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
方
々
か
ら
の

食
材
提
供
を
、「
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
と
い
う
形
で
、
食
材
に

困
っ
て
い
る
方
々
に
毎
月
一
回
提

供
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
の
方

や
こ
ど
も
の
多
い
世
帯
、
単
身
の

高
齢
世
帯
な
ど
へ
提
供
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

◎日時：５月24日㈮　17時～19時
◎場所：せのうえ健康クリニック　運動室入口前
◎なくなり次第終了です（先着５セット）
　配布内容はお米やレトルト、乾麺類
　�（きらり生協組合員の方々からの寄付品で、継続
して開催を予定しています）

＊�フードパントリーとは、生活にお困りの方や必要
としている方に食材等を無償で提供する事業です。

〈お問い合わせ連絡先〉
せのうえ健康クリニック
☎024－554－5757
（事務長　遠藤まで）

　

こ
の
度
、
お
世

話
に
な
り
ま
す
内

科
医（
内
科
全
般
）

で
す
。

　

春
日
先
生
や
広

川
先
生
と
同
じ
鳥

取
大
学
を
一
九
八
三
年
卒
業
、
島
根
県
立
中
央
病
院
な

ど
で
研
修
を
終
え
、
一
九
八
六
年
上
京
。
三
十
五
年
間

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
・
梶
原
診
療
所
で
、
診
療
・

生
協
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
実
父
が
、
肺
癌
に
罹
患
。
介
護
の
た
め
、

実
家
の
あ
る
長
野
に
家
族
で
帰
郷
を
決
断
。
東
京⇔
長

野
間
の
新
幹
線
通
勤
が
ス
タ
ー
ト
。
二
十
年
間
長
距
離

通
勤
が
続
き
ま
し
た
が
、
体
力
の
限
界
も
あ
り
、
ま
た
、

「
死
ぬ
ま
で
に
や
り
た
い
事
」
が
あ
り
、
二
〇
二
二
年

定
年
退
職
。

　

医
を
業
と
な
せ
ど
も
、
趣
味
多
く
、
木
版
画
、ギ
タ
ー

演
奏
、
ス
キ
ー
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
ア

ウ
ト
ド
ア
な
ど
。
享
楽
に
ふ
け
る
中
、
春
日

先
生
よ
り
、
診
療
依
頼
が
あ
り
、
赴
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
間
、
葛
飾
北
斎
の
富
嶽
三
十
六

景
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
な
ど
復
刻
版
を
作
成
。
ま
た
、

趣
味
の
幅
を

広
げ
る
た
め

に
、
第
二
種

電
気
工
事

士
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
、

小
型
重
機
運

転
の
資
格
を

取
得
。
医
療

以
外
で
も
、

お
役
立
て
出

来
る
こ
と
も

あ
れ
ば
幸
い

で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

神田光悦 医師

　帯状疱疹…発症の原因は、加齢や疲労、ストレスで免疫機能が下がることで、体内
のウイルス（水ぼうそうと同じウイルス）が活性化し、帯状疱疹が発症すると言われ
ています。特に50歳代から発症率が高くなり、80歳までに約３人に１人が発症すると
言われています。
　現在、帯状疱疹を予防するワクチンには「シングリックス」と「弱毒生水痘ワクチン」
の２種類があります。「シングリックス」は予防効果も約90％と高く、発症予防効果も
９年以上と言われています。一方「弱毒性水痘ワクチン」の予防効果は50～60％、持
続効果は約５年と言われています。
◦シングリックス………組合員価格：22,000円※２回接種（初回より60日間隔を空ける）
◦弱毒性水痘ワクチン…組合員価格：  7,700円※１回接種
※�帯状疱疹ワクチンを発症前に接種しておくことで、帯状疱疹にかかりにくくするほ
か、仮に帯状疱疹にかかったとしても重症化を予防できるほか、「帯状疱疹後神経痛」
になりにくくする効果もあります。

　接種ご希望の方は、各医療事業所（須川・上松川・せのうえ・とやの）へお問い合
わせ下さい。

帯状疱疹（つづらご）を
予防するワクチンご存じですか？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
落
ち
着

き
を
受
け
、
五
年
ぶ
り
に
東
・
伊
達
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
、
健
康
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
ま
つ
り
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
組
合

員
・
地
域
住
民
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
深
め
、
き
ら
り
健
康
生
協
の
事
業
・
活

動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
・
美

味
し
く
・
元
気
に
な
る
ブ
ー
ス
を
た
く
さ
ん

揃
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
是
非
お
気
軽
に

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

と　き

ところ

2024年６月２日㈰

せのうえ健康クリニック駐車場　他
（瀬上町字四斗蒔1-6）

雨天決行
（屋外ブースは中止）

10時00分～13時00分

★健康チェック
　（血圧・体組成・骨密度など）

★うたごえ広場
　（生伴奏に合わせてみんなで一緒に歌う）

★�フリーマーケット
　�（雑貨、衣類、手作り作品、新鮮野菜、
　　焼き立てパン・菓子など）

★�こども縁日
　（水ヨーヨー、竹うま、竹トンボ、
　　ゲーム、かき氷、わたあめなど）

★屋台村（カレー、おにぎり、ジェラートなど）
★スタンプラリー
　（楽しく巡って豪華 !? 景品あり）

せのりん

せのうえハウス

フードパントリー

申込は
こちらから

新
医
師
紹
介

新
医
師
紹
介
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